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　皆さまこんにちは。今日は「懐かしいあの頃」
ということですが、私たちの青春は六本木抜き
には語れないと思います。渋谷の方から上がっ
てきて六本木が見えてくると胸がキュンとなって、
よし今日も遊ぶぞとワクワクしたものです。私
はファッションモデルやってたんですけれど、
あの頃は数えるほどしかファッションショーが
なくてなかなか狭き門でした。先輩のモデルは
みんな顔が小さくてボーグに出てくるような体
型をしていらした。私は背の高さは１６０ですから
全然低いわけですけど、若いってことは自分の
容姿そっちのけで、やりたいことにパーっと行
けるんだなって思います。婦人雑誌も出ておしゃ
れの機運が高まって、普通の人が着られる洋服
をショーに出してほしいみたいな声が上がって
きた頃でした。普通のサイズで普通の人、「来
たっ」ていう感じで、時代が私の方に飛んでき
てくれた感じです。ショーでは、どういうわけ
か森英恵さん達が、私というともう真っ赤に真っ
白な水玉の派手なお洋服。どうしようと思った
とき、私しかこれが似合わないから私のところ
に来た、だから私がこれを目一杯アピールする
のが大事って思うんです。それで私はモデルみ
たいに伏し目でターンなんてことしないで、バー
ンと真ん中に出てって元気良く腕を組んで、「皆
さんびっくりしたでしょう。目が覚めたでしょ
う。」みたいに心の中でお客様にしゃべりかけな
がら、一人ひとり顔を見ながら歩くようにしたん
です。それで私は何が来ても怖くなくなった。モ
デルをしたその３年間で自分らしく着こなす術を
勉強できたと、今でもありがたく思っています。
 「夜のヒットスタジオ」をやって５～６年経っ
たとき、ちょっとマンネリだなって思って私に
スタイリストを頼んだんです。その人達は若い
ですからパッと私を見て、アッ、真理さん、こっ
ちの服、この髪型ってもう決めてるわけです。

私はともかく任せてやる。
ただあの番組は生放送で
ヘアメイクに１時間しか
ない。失敗してもそのま
ま出て行かなければいけ
ないわけですけれど、モ
デル時代に培った度胸で
どんどんやっていました。
そんなことが自由にでき
た時代でした。それが大
体１９６８～９年で、私は多分一番テレビが面白かっ
た時代にやってたような気がします。その頃は
今こうしてお話しているような感じでカメラにしゃ
べっていて、その向こうにいるたくさんの人達
が一緒に感動してくださるのを感じながらやっ
ていました。生放送だったので、そういうもの
がまだ通じる時代だった。ヒットスタジオも出
てる人達はまるでファミリーのような気持ちで、
例えば山口百恵さんが引退するとき、スタジオ
の人達も百恵さんのこと残念がる気持ちとハッピー
になってほしい気持ちで、本番なのにもう歌手
たちが涙ポロポロ流して百恵さんが去っていく
のを見送っていました。視聴率も秒単位で出て
くるようになって、芳村のおしゃべりのときに
は他のスイッチに入れちゃったなんてのが出て
くるんですよ。ですから私たちも絶対目を外さ
せないぞっていう気持ちでやっていたような気
がします。
　六本木はその頃から比べると本当にきれいになっ
たけれど、私にとっては昔の六本木も懐かしくて、
一筋、二筋裏に入ったところを歩いてるとあの
頃のことを思い出します。この世の中、男性と
女性しかおりません。お互いにちょっとおしゃ
れして、六本木に来るときには胸がキュンとな
るような頃を思い出してみるのもどうかなって
思うんですが、いかがでしょうか。


